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１．はじめに 

 大阪第 3のターミナル駅である天王寺駅前に架かる阿倍野歩道橋は，交通量の多い道路を跨ぎ交差点に隣接

するビルに繋がる重要なアクセス通路として，供用後約 45 年にわたりその役割を果たしてきたが、その歩道

橋周辺では再開発事業による新しい街づくりが進められており，これに伴う道路拡幅等の理由で本歩道橋は架

け替えられることとなった．  

架け替え歩道橋は，新しい街のランドマークとなる歩道橋デザインにするとともに，地下構造物を避けた下

部工配置や，旧歩道橋で不足していた桁下余裕（車両建築限界 4.7m）の確保など，都市部特有の制約条件下

での計画が必要であった．歩道橋デザインの決定にあたっては，「阿倍野歩道橋デザイン・設計コンペ」が実

施され、アルファベットの「a」を模った平面形状のトラス橋が選定された．本稿では，厳しい桁高制限を受

ける都市部歩道橋について，デザイン性と構造性の両立を目指して行った計画・設計の内容について報告する． 

２．デザインコンセプト  

 ものごとのはじまりを意味する阿倍野（abeno）の｢a｣をデザインテーマに，新しい街となる発信的・発展的

な「仕掛けづくり」となるデザインコンセプト（表-1）を立案した．ランドマークとしてふさわしく，楽しく

快適に移動できる交通バリアフリーな歩道橋の実現を目指すものである． 

３．基本構造計画  

(1)平面形状 平面形状には，アルファベットの「a」

を模った独創的な形状を採用した．各ルートの幅員

は，再開発事業による交通量の増加を考慮し，大規

模開発関連交通計画検討マニュアル 1)に基づくサー

ビス水準 Aを満足するように設定した． 
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楽しさ体験ゾーンの提供

・単に道路を渡る機能だけでなく、歩く楽しさを体験できる立体空間を提供

用・強・美を併せ持つデザイン

・動方向別計画交通量、各街区を大回りしない接続に配慮
・周辺ビルとの接続、交差道路からの必要高さの確保を条件としてバリアフリー
な縦断線形を提案
・幅員や高さを変化に富む空間の実現に適した橋梁形式を提案
・構造部材を利用しメンテナンスが容易で荷重負荷の少ない膜屋根構造を提案

情報・交差点が一体化するデザイン

・案内サイン、看板・広告（維持管理の財源）、道路交通標識など街並みを構成
する重要な要素としてポジティブに捉え、歩道橋のデザインとして統合

表-1 デザインコンセプト 

図-1 阿倍野歩道橋概要 
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(2)橋梁形式 歩道橋の一般的な上部工形式として

は，上路式の鋼床版箱桁が挙げられる．鋼床版箱桁

について桁高検討を実施したところ，最大支間部で

桁高 1.1m となり，車両建築限界確保のため最急縦

断勾配は 5%となった．一方，下路式の鋼床版トラス

桁は，下弦材高 0.6m のため最急縦断勾配を 1%に抑

えることが可能で，バリアフリーな縦断線形を実現

できる点で優位となった．また，桁高制限を受ける

歩道橋では振動特性が問題となるが，鋼床版トラス

桁は剛性が高く鋼床版箱桁と比べて優位である．以

上から，鋼床版トラス桁構造を採用した． 

(3)構造デザイン デザインコンセプトおよび構造

検討内容から，トラス構造を活かした変化に富む立

体空間の実現を図った．上弦材にはランダムな高低

差を設け，斜材の太さは発生断面力によって変化さ

せる構造を採用した．歩道橋の上部には，利便性向

上のためトラス構造部材を利用して膜屋根を設け

ている。 

４．構造設計 

(1)連続曲線トラス橋 主構高が複雑に変化する曲

線トラス構造であるため，詳細なモデル化が可能と

なる 3次元立体解析を実施し，断面力および変形に 

対する設計を行った．曲線半径の小さい箇所では，径間を連続化することにより最大断面力の低減，ねじれに

対する安定性を確保した．3径間連続桁部では，弦材に箱断面を採用した． 

(2)振動特性 2) 3 径間連続トラス橋の立体骨組モデルによる固有値解析結果を表-3 に示す．橋梁として卓越

しているモードは，下部工が水平方向に振動する 2次モード，3次モードと推定できる．これは，下部工より

も上部工の剛性が高く，上部工がたわむことよりも橋脚が変形するモードの方が卓越しているためである．使

用性に影響がある鉛直方向について，刺激係数が最も大きいモードは，7次モードと高次となり実橋で発現す

る可能性は低い．実際には低次モードで最も鉛直方向の刺激係数が大きい 1次モード（振動数 1.285Hz）が卓

越すると考えられるが，一般的に利用者が不快に感じる振動数の目安値 1.5Hz～2.3Hz3)の範囲外であったため

問題ないと判断した． 

５．おわりに  

 本歩道橋は平成 25 年 4 月 24 日に開通式を迎えたが，「歩いていて楽しい」，「以前の橋より揺れない」など

の利用者からの評価を頂いている 4)。橋梁形式にトラス桁を採用したことで、厳しい桁高制限下でも揺れにく

く、外観は立体的な変化に富んだ，構造性とデザインが両立した歩道橋を設計できたものと考えている． 
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表-3 固有値解析結果(鋼 3径間連続トラス橋) 

表-2 橋梁形式の比較 
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